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  1.緒     言
 電場内に於ける,誘 電騰粒子の蓮動配列等にっいては,屡 。魂察 及び 實験が行はれ
てゐる.分 子に就ては,例 へば,喰.Bennet氏 ω は,パ ラフィンを電場内にて凝団
せ しめ,之 をX線 窮翼的に分子の配列を認め,叉 コロイ ドの分野に於ては,例 へば,
EMuth〔2)が,交 番電揚に於て,エ マルジョンの粒子が,聯 珠歌 に結合する歌態を
顯微鏡的に観察 し†二.叉 繊維粒子に就ては,烏 養博士ωが,紹 縁油中にっいて,約104
Volt/cm以 上の 強竃場に於 ける蓮動 を観察 され,紹 縁油破壊の機構 を研究 された.
我々はベンゼン其他の媒膿中に於て,含 水粒子(主 として植物繊維粉末)の 蓮動,結 合・
配列等 をする現象を直交の岨揚に就いて,電 腰,稠 波数等をかへて,槻 察 しテこ.か 》
る揚合粒子の分散系全膿 としての電氣的諸量が,外 電揚の爲に,憂 化する模様を測定
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し・含水粒子分散系の受 くる電歴敷果を明かならしめんとし,特 に交番電揚の敷果の
特質を明かにすることが出來た・
 文粒子の含有する水分の形態については,植 物繊維の種類(1),水 分含有率(乾 燥度)
(2)及 び 結晶水(3)を 憂化せしめて其差を観察 しナニ.
  皿 電 場 に於 け る俘 游含 水粒 子 の諸現 象
 A 實験装置 及び 方法
 第一圖の如 く,Pな る誘導電歴調整器を経て, Tな る高歴憂屡器 に依って所求の電
歴を得 る・Bは 角型 ガラス槽に して,中 に一定距離 に固定 されt: 2枚 の電極板(金 鍍
金す)を 有する,Sを 閉せば任意の周波数の交番電揚が與へ られ, Sを 開き, Kな る
整流管(ケ丹 ロン)及 び 捲    第 _ '圖
欝論鷲鷲麓    K>
鷺農繍 鑑二擁}糊
せば,粒 子が電揚 に慮 じて演      P  T
す る諸現象 を観測することが         ._          _
出來る・叉電源を開閉 して,
粒子の沈下を利用 し,適 當なる位置に粒子 を移動 させ ることも出來る.
 資料の繊維粉末 としては,木 粉(セ ルロシン),木 棉,脱 脂棉,濾 紙細片,泥炭粉(ツ
ンドラ)等 について實験 し,無 機の含水粒子として結晶水5分 子を有する硫酸銅を用
ひ†こ.こ れらの粉末は何れ も實験中,特 殊のフラスコ中に入れて用ひ,含 有水分量の
攣化無 き様に注意 した.
 B親 察 結 果
 ベンゼン 叉は液艦 パラフィンの中に於て,或 る程度の水分を含有せる植物繊維粉末
に就 き,交 番電揚 及び 直流電揚(10000Volt以 下)の下に観察 される主なる現象は次
の如 きものである.
  (a)直 交爾電揚 に共通の現象
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     (1)界 面接着現象(極 面接着現象)
     (2)聯 珠歌結合現象
     (3)橋 絡現象
     (4)橋絡タ嚢i留敷果
     (5)電極面残留敷・果
  (b)直 流電揚のみの現象
     (6)唱極聞往復運動
     (7)衝 突現象
     (8)正 極面残留敏果
     (9)掩 俘作用
  (c)交 番電揚のみの現象
     (10)振 動運動
     (lD困 極面残留敷果
     (12,汚ミ季喬現象
 (D界 面接着現象 とは粒子が,粒 子 叉は粒子團 と媒艦,叉 は電極 と媒艦 との界面 に
1清 し行 く現象 を云ふ・この現象が電極間で成長 し 聯珠メ伏に結合配列するものを(2)
聯粥 伏結合現象 と名付ける,更 に之が成長して 遽に爾極間を連絡するに 至 るものを
(3)橋 絡現象 といふ,電 揚が充分強い揚合には,こ の橋絡は,開 路後 もよく残留する,
電揚が弱い揚合 も,極 面に接着 し7こ粒子が開絡後 もその歌態を残留 する,之 等を各々
(4)橋絡残留敷果 及び(5)極 面残留致果 といふ.
 直流電揚に於いては,交 流の揚合 と趣を異に し,粒 子はよ く運動する,粒 子はその
電揚の強 さに慮する速度を もつて,電 極聞を(6)往 復運動 し,電極面にて大粒子は暫 く
艀止する・次第に電腰 を高 める時は,往 復粒子間の(7)衝 突が顯著 とな り,衝突 と同時
に完全に浮遊するもの 及び 速度 及び 方向を憂する ものがある.直 流電揚で も爾極
面接着を起すけれ ども開路後残留するのは,殆 ど正極面のみである 之 を(8)正 極面残
留奴果といふ叉強電揚では粒子の蓮動に件ひ,液 が(9)蝿{竿せ られる.
 交番電蝪に於いては,一 般に粒子の運動は見られない.界 面接着の現象が著 しい,
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充分強 電揚 では 粒子 の中には接着 し乍 ら(10)振 動 して ゐ るものが屡,兄 られ る,叉 聯
珠 結合 ぜ る もの或 は長 い粒 子は僑絡 せす とも,中 間 に浮 んで固定 されて ゐ る ものがあ
る之 を(12)浮 橋 と名 づ けず二・
 B1・ 植物 繊維 粉末 の親察結果
 植物繊維粉 末 は大 艦種類 を問はす 繊維素 を主膿 とせ る限 り 類似 の現象 が観 察 され
る,今 その 中代表 的な2,3に 就 いて観察結果 を述べ る・
 (第1例 〕 資料粉 末,木 粉(粒 子 の大 さ0.5mm商 名 セル ロシン)含 有水分JL74%
      媒 騰,ベ ンゼ ン・室温(17。C)
    1 OO Volt/cm
 直交 流共 に現 象を見 す,
    250Volt/cm
 A.C.(交 流):現 象 を見 す,
 D・C・(直 流):(1)極 面接着僅か に起 り,(2)往 復運動 をす る粒 子 があ る・
    500 Volt/cm
 A.C.:一 部 の粒子 が極 面接着を初 め る.
 D,C.:(1)1個 又 は撒 個の聯珠結合粒子團が爾極 問 を往復 運動 す る 代表的 な粒子
に就 き その雫 均速慶 を測 定 するに,約3×10『3CM/sec/voltで あ る.
 (2)聯 珠 状結 合粒 子 は次第 に成長 して,下 方に引形の橋絡 を完成 する・
    1 OOO Volt/cm
 A,C.:500 Volt/cmと 同様であ る.
 D.C.=(D粒 子往 復運 動の卒均速度は約3×10『3 cm/sec/volt(2)往 復宇lk子も厘,極
面接 着 をす る・
    2000Volt/cm
 A.C.:(1)初 めて橋絡現 象を呈す,(2)大 部 分の粒 子が沈降 す るこ とな く,梅 闇 に
止 まるに至 る・
 D.C.:(D往 復粒 子 の平均速度約2.3×IO-: cm/sec/volt(2)粒 子 の運 動速度大 とな
り互 ひ に衝突 し,粒 子 は浮游歌態 を呈 す る者 あ り,不 規則 な る運 動 をするに至 る・(衝
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突現象)・
    3000Volt/cm
 A.C.:(1)開 路後爾極面に粒子が接着残留 し初める,(爾 極面残留敷,果)(2)聯 珠結
合せる粒子が中闇に浮びて静止す(浮橋現象)・
 D.C・:(D粒 子の大部分が橋絡艀止 し,一 部の粒子の蓮動速度大 となるも口測困難
となる.(2)極 面接着現象は減退する.
    5000Volt/cm
 A・C.:(1)橋 絡,浮 橋,爾 極面残留等の現象を呈すること同前な り,(2)橋 絡暫時
残留するに至る.
 D・C・:(1)運 動粒子盆誠 退し橋絡粒子が大部分 となる,(2)開 路後正の極面にのみ
粒子が暫時接着残留すろ(正極面残留敷果).
    8000Volt/cm                             ,
 A.C.:大 盟同前
 D・C・:(D電 極聞外の粒子が極間内へ吸引せ らるsを 見る,(粒 子吸引作用)(2)往
復粒子の速度大 きく追跡 し難 し,(眼 に封すろ臨界速度)(3)正 極面残留数果 を見るこ
と前 と同じ・
    10000Volt/cm
 A・C・:(1)爾 一部の粒子は電極間を沈降する,(2)橋 路の一部で時々粒子が移動叉
は振動をする,(振 動運動)(3)開 路後,橋 絡 よく残留 し.其 の強度大である,(橋 絡残
留敷果)
 D.C:(1)往 復粒子の運動による液の掩俘が液面の波紋で知 られ る,(撹 件作用)
(2)橋絡残留 するも機械的強度はよ り弱い・
 〔Ut 2例 〕 含右水分量4.64%の 木粉(セ ルロシン)媒艦ベンゼン,温 度17。C.
 250V/cmに 至 り,直 流電揚にて僅かに極面接着を見 る,500 V/cmに て粒子の往復
蓮動が見 られ,交 流には現象は見られす,直 流電揚1000V/cmで,極 面接着がやs
著 しくなり,同2500V/cmで は,粒 子の大部分は極面接着す る,叉 聯珠結合の往復
運動が見 られる,同5000V/cmで は,聯 珠現象 より次第 に成長 し,時 間をおけば橋
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絡 が稜達 して來 る.交 流電場 では相痩 らず現象 が見 られない,こ の乾燥 せ る繊維粒子
に於 いては,直 流電場 で界面接着現象 が特 に著 しく他 の諸現 象は何 れ も多 少見 られ る
が著 し くない.
 〔第3例 〕 ツ ン ドラ粉末(粒 子 の大 さ1mm以 下,水 分約12%)媒 艦,ベ ンぜン,
      室乏盈(250C)
 一般 に同 じ植物繊維 の木粉 よ り現象が活壌で ある.叉 粒子が着色せ る爲 に襯測 に便
であ る.
 (1)電 塵 及び 周波数 との關係.
 電屡 に就 いてはbl 1例 と略同様で ある.直 交流 を比較 す ると,交 流50サ イクル,
500V/cmに 於 て 見 らるs現 象(爲 眞一 の5)は,直 流250 V/cmに 於 け る現象(寓 眞二
の3)に 相 當 してゐ る・但 し橋 絡 に關す る限 りで あ る・同様に前者 のIKV/cmは 後者
の500 Vfcmに 當っ てゐ る.500～ にて も50～ 以上 によ く橋 絡が行はれtこ・(爲眞三)
交番電揚 の特質 として 一般 に粒 子の連績運動 が殆 ん ど行 はれない.周 波敷 については,
          交 番 電 揚 に 於 け る 現 象
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少 くとも極 めて低 周波の領 域では周波数 に關係 す る.粒 子 の大 さは大 きい程橋絡 し易
い,粒 子 の大 さは飾別 に依つたので嚴密 でないが,木 粉 に比 して橋絡の早 いのは粒子
が大 きい爲 であ る・粒 子の大 さの影響 も交番 電揚 に著 しい様であ る・
 (2)水 分含 有量 との關係(爲 眞 四)
 前記木粉 について,11.74%と4,64%と 比較 せ る揚 合 と同様 に,水 分 に依っ て著 し
い差 があるが,其 影響 は交番電揚 に一層顯 著であ る.爲 眞は 交 流50～ の揚合,水 分
12%,3%0%を 比較 す る と,3%で は5KV/cmで0%で は10KV/cmで 少数 の
一部 の粒 子が極 面接 着 す るのみで大部分 は電揚 の力では留 らすに沈 降 して了ふ
 (3)残 留敷果
 爲眞(五)は,1 O KV/cmの 交流(50サ イクル)を 十撒分 加ヘナニ後,開 路す るも,長 く
橋絡 を残留 す る歌態 を示 す,47時 間後 はベ ンゼ ンの蒸 護 して來 てゐ るに拘 らす之 を支
へ て居 る・
 爲眞(六)は,直 流篭揚 の正極面残留 を示 す,媒 韻がベ ンぜ ンの時 よ りも,粘 性 な液
艦 パ ラフィンの揚合 に顯 著であ る.之 等 の残留粒 子 は逆 方向の直 流電揚 叉は交番電揚
を加 へて も容 易 に離 反 しない こと窮眞(七)に 見 らる 、通 りであ る.
 B2.含 水結晶粉末 の観察結果
 資 料 として硫酸 銅CuSO4・5H20(計 算水分36%)を 乳鉢 にて粉 末 とせ るもの,及
び之 を250。C以 上 に加熟 して無水粒子 とせ るものについて同 じ實験齪測 を行 つ7こ.比
重が大 きい爲 に,媒 膿 として,液 騰 パ ラフィンのみを用 ひた.ベ ンぜン中では早 く沈
降 して現象 が見 られない・
 〔例D 資料CuSO4・5H20媒 騰,液 艦 パ ラフィン.
 1000V/cm:D. C.で は僅 かに粒子 の往復蓮動 ある も速 度は遅 い.
       A。C.で は杢部沈降 す る・
2500V/cm:AC,粒子 が極面接着 し毛立 す る.
       D.C.粒 子 の運動速度2,7×10-4 cM/sec/volt,
 5000V/cm:A.(:.橋 絡現 象 を呈 す・粒子 の蓮動 な し.
      D・C・ 粒 子蓮動速度2×10『lcm/sec/volt.
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 7500V/cm:A. C.美 麗 なる橋絡現象 あ り・
       D.c.粒 子速度2.7×1 O『i cm/sec/volt.強 直流電揚 では粒子 の往復蓮
動,衝 突等極 めて猛烈 に して,粒 子の聯珠 結合,橋 絡 等を呈 するこ とな く一ヤ種 の混濁
歌 態 を呈 す・
 〔例2〕 無水硫 酸銅,媒 艦,液 艦 パ ラフィン.
 1000V/cm:直 交 共 に現象 な し.
 2500V/cm:直 流電揚 にて僅 か に粒 子の往復運動 を見 る.李 均 速度4×10-5 cm/sec/
volt.
 5000V/cm:A. C。 一部極面接着 す・
       D・C.粒 子 の往復運動李均速度L2×10-4 cM/sec/volt.
 7500V/cm:A. C,極 面接着著明 となる。
       D.C.往 復蓮動i速度李均'1.6×1 O-4 cm/sec/volt,
 硫酸 銅結 晶粉 末で は,直 流電場 においては,特 に界面接 着現象 及び 之 に關す る現
象 が殆 ん ど見 られ承 粒子 は帯電罷 の性質 を顯著 に示 して恰 もイオンの運動 を見 る感
じが する.然 るに交 番電場 では界面接着 及び 之 に關聯 す る,聯 珠,橋 絡 共 に美 しい
現 象が見 られ†二.
 c現 象の理論 及び 考察
 1)直 流電揚 では,粒 子の電極間 の往復運動 が行 はれ るが,之 は 同一粒 子が正員何
れに も荷 電 し得 る こ とを示 して居 る・然 るに交番電 揚(60サ イクル)で は既に この電
荷運 輪の運 動 は上記 電極 聞では観 察 されないのみな らす,一 般 に粒子 の廻 傳移動 等の
蓮動 が 少い,直 流電揚 では粒子 が1箇 であ る時は勿論,粒 子の結成 團で ある聯珠献結
合艦 も亦全艦 として爾極 間 を往復 し,電 荷蓮輪者 として作 用 す る・ 電極 面 にお け る充
放 電 には大 膿粒子 叉 は粒子團 の大 さに比例 す る様 であ るが 他 の條件 に依つ て理想的
に行 はれて居 らぬ揚 合が多い.傾 向 としては 粒子 の静 電容量 に鷹 じた量の荷電 をし
て ゐ ると考 へ られ る・粒子 の運動速度(v)を 見 るに,第 一表 の如 き結果 とな る.從 っ
てv/E=constと 見 られ る・然 るに 荷 電 と電Pt Eと の關係 は粒子 を一つの蓄電器 と見
てQ/E=C・ … ・…・(2)Cは 粒 子の静電容 量である.蓮 動粒 子 につ いては,暫 く媒 髄
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            粒子の李均速度(cm/sec!volt)
        
    
    
    
    
    
    
を考慮せぬ時は,
       }m・ ・-Q・
       -5-(竺E)e-c
         去m(・・n・ty-。・……・(・)
 粒子の質量を一定にすれば,粒子の殻電容量が與へ られ,從 つて(3)式 によつて,粒
子の静電容量は10000Volt/cm以 下において 大鰐電歴の影響 を受けす 一定であると
見 られる・ 然 るに球の静電春量 即ち誘亀に数 εは主 として含有水分によつて決定 さ
れ る(先報参照)か ら,(3)式 の成立する事は結局含有水分は電歴によつてかsる 意味の
著 しい憂化を受けてゐない ことを示 してゐる如 くである.詳 しくは 筒研究の飴地があ
る・大膿において(3)式 の成立することは コロイドの電氣泳動速度(u=const.ζDH/η)
に相磨 し,肉眼的細粒子 もコロイドの微粒子 と雷氣的性質は同一に論 じうると云へる・
問題はコンデンサー としての粒子の内容であらう.
 2)竜 極面接着現象 は直流では粒子の含有水分量大なる時は{ろ 減退 し,交 流では
含有水分大なる程著 しい,そ れは直流では粒子の含有水分量 を増加すると,帯 竜膿 と
しての性質の方が著し くな り,從 つて往復運動が活澄 になつて電揚内を掩説するから
である.試 みに室中の高屡電線上に木粉を掛けると,直 流高腿 ならば共極性(正 員)の
如何を問はす,粒 子 を反擾飛散し,交 流高歴な らば粒子は電線上に接着毛立 して,直
交の著 しい劃象が見 られる.
 界面接着 及び 之に關聯する諸現象は 二=つの理由に依 る,第1は 粒子の誘電恒藪
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(ε)が媒饅の其より大なる時,粒 子は均一電揚を齪 して その尖端 に電揚の彊い勾配を
作 る・これに近在すろ粒子はその強い勾配に吸ひ込 まれて互に接着する事である・例
へば絶縁油中の塵芥ωが水を含む揚合(ε=81と 假定して)含 まざる揚合(ε ≒4と し
て)に比 して塵芥粒子の端部の電界強度は約11倍 に計算せ られる.こ の理由は直交を
問はない,第2の 理由は粒子の成極作用である,電 界内では誘電艦 は一.一一つの双極子 と
して作用 し,そ の成極が電揚の憂化に追從 し得る揚合は交番電錫の周波数に比較的無
關係であ りE.Muthが ヱマルジョンの聯珠駄結合現象 と周波撒 との間の關係を認め
なかつたのは恐 らくか 、る理由に依 る.我 々の肉眼的粒子 に就 て,極 て低嗣波の範園
に周波敷の影響 を認めたのは,粒 子の成極が相當の時間を要することを示 してゐるも
のであ らう.
 3)聯 珠歌結合乃至,橋 絡現象は,界面接着が電氣力線に沿ひ成長せ るものである・
從つて同理論 に依 り之 を解繹することが出來よう.こ の粒子をある形に集結せ しむる
作用は,電 氣的並 に電氣化學的に3ζ慮用上にも意義ある敷果を分散系 に與へる もので
ある.
 4)残 留敷果 として槻察 された,極 面接着 及び 橋絡残留は,交 流の揚合に強いが,
之 は・粒子の集着 し7こ結果の機械的叉は構造的な力と,一 部は粒子の成極,叉 は残留
電荷の力 とに依 ると考へ るのが至當であらう.直 流電揚 では 正極面残留をする,粒
子の残留電荷(束 縛電荷)が 員であることは興味深い,粒 子を一つの蓄電器 と考へ充屯
された電荷 がベンゼンの縄縁性によつて暫 く束縛 された形 になるとすれば,残 留敷果
は説明せられ るが員電荷の残留を説明することが出來ない.
 粒子の荷電の符號にっいてはCoehnの 簡軍な法則が知 られてゐるが,含 水繊維の
揚 合は,透 電恒敷のより小なるベンゼン中にても矢張 り,水 中 と同様に員の電荷 を帯
びてゐる事は この法期では説明出來ない・又含水繊維粒子の員残留電荷が可成 り強電
腰 において初めて束縛的であ る事は,一 っは放電機構の正電極の特質 と,他 は電歴 に
ょる粒子内の イオン組成の攣化 とが考へ らる,換 言す ると界面の電子的性質 と,粒 子
内電解作用 とである・前者は針端放電の機構から叉後者は吸着水の電解か ら,想 像 に
依って若干の設明が出來る様に思ふ.尚 研究の蝕地がある.
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 5)以 上 諸現象を総合的に考察すると,今 眞室を媒膣 とし其中に透 電恒数 ε,孚径
aな る誘電腿球は,外 電揚の強 さをEと すると,充 分大 なる球に 就いては近似的に・
一 発 奉1… ……(・)な ・倉罐 有す・双極子 として外に作Jlj・u,・ が獺 動であ
・爲 の條件を入れ・と・球が・な・電繍 ぶる時は・K-・E+静i奉1・ ・ad琳
・・…・(5)な る力を受ける・
 直流電揚では上式右邊第1項 が特 に注目すべ き項 とな り,殊 に結晶粉末が含水せる
時はその結晶水の誘電恒数が小 さい(硫酸銅の結晶水の εは622と なる)に 拘 らす,恰
もイオンの如 く《ごンゼン中を蓮動する.
 交流の揚合は第1項 が減退 しτ第2項 が主膣 となる,粒 子の充電時間か ら考へて撒
十 サイクル以上の交流では第1項 は實際上は清滅 してゐるか も知れない.第2項 帥 ち
粒子の大 さ(D粒 子の誘電恒数 從って含有水分量(2)及 び 電界分布(3)が 重大因子
となることは観察結果 と一致する・
 含水粒子の集合艦 即ち分散系 としての攣化を次の如 く電氣的 に測定 した・
  皿[.沈 積 せ る含 水粒 子分 散 系の電 爆 に依 る憂化
 粒子個 々の蓮動配列は上記の如 く一々槻察 し得るけれ ども,電 極聞 に粒子が充填又
は沈積 したる揚合,換 言すれば 粉末 コンデンサーの内部に至つては一々槻察すること
は不可能である之 を系の電氣的諸量を測定する事に依って同様の諸敷果が與へ られて
居る事が分った.帥 ち 粒子分散系 として受ける電墜敷果 を上記諸現象 及び 電氣的
諸 量の憂化に依つて明かにせん とするものである・
 A 交番電歴の電歴救果⑥
 先づ交番電座を一定時間加へたる,課 電中 及び 課電後の含水粒子分散系蓄電器の
電氣的諸量(翻 電容量,抵抗,誘 電艦損)を他の固定電源(周 波撒電墜 を一一定範園に固定
したろもの)に 依つて測定 したる所,(第 二圖は測定装置略圖)約500Volt/cmま では
著 しき敷果 を認めす,然 るに沈積暦をなす繊維粉末蓄電器 に於 いては粒子は既に相接
してゐるか ら,前 記槻察結果よりするも,500V/cmま でに於ては,粒 子の配列に著
しい愛化があると思はれない.故 に500Volt/cm以 下で 電氣的諸量に著 しい愛化 な
き事實から粒子内の含有水分 その他に電座が敷果を與へない と結論することが出來る
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               第   二   圖
               脚  「
                娼
     ～         
          F
                                」
           S=電 源 F:階 段濾波器 B:測 定電橋
           K=恒 温恒温槽X=分 散系蓄電器
と思ふ.
 次 に更に強電揚に就いては,上 記観察結果よりすれば,直 線的橋絡現象を起すのは
約2KV/cmの 電揚か らである・沈積粒子に封する張電墜の敷果 を見ると,第 三圖は
其1例 である.加 電歴(V)加 電時間Tと の積を略一定ならしめ る(V×T -k)と 系
の課電容量が直線的に増加 した・
 然 るに同一電歴(5KV/cm)に ついて媒瞳ベンゼンの沈積系 に封 しては(第 四圖参
       第 三 圖    照)庵麟 果に飽和値のある事が知
  ムσ(μ幽               られ る.與 へ られた電歴 に封 して 一  %
純∠論 識1灘蕊
        1 2 3    4   に増大すれば,静 容量の増大率も亦
      媒 髄 は 空 氣
  横軸  加電麗(380～) 加電時間    約2倍 の飽和値を示す・長時間電墜
   1   3・3 KV/cm   6分     を印加すると熱敷果が大 きくなるの
   2    6.6 "    4分
   3   10.O "   2分     で,充 分電墜敷果の飽和値を實験 し
   4一  数時間韓置後        難いが,電 墜 との關係は比例する,
翻容容量從つて系め透電恒藪は規則的な憂化を示すが,熱 敷果 に依つて も同様の増大
をす るので,電 歴敷果 を見るのに適 しない.
 然るに直列抵Rsの 攣化は,不 規則な傾向をもってゐるが,電 墜敷果 は熟敷果 と反
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封 にあらはれた・熟致果は初期                      第   
四   圖
には直列抵抗を低下せ しむる性  36
                                 34・
質の ものであ るが・第四圖に依    
                32 
れば,電 座敷果は直列抵抗 を増   30
大を示 し,而 も増加歩合が,翻   28
電容量 と完 全 に_致 して ゐる,§ ・6
               ^24
このRsの 増大は 明かに 電歴  貧22
               ζ
敷果 として判断 し得 る と思 ふ・  自20               り
               く1   
(この現象は 分布函数論的 に考  ・18 
               Tl6
へ興 味深 い)更1こ10 KVfcm tこ 曹 ・・
電腰を上げるとにも熱敷果が現 A12
れ・・電嘲 舗 灘 爲 動
には熱敷果を件はぬ方法 を考案                6
すべ きである・         4
 熱敷果 をも含んでゐる可 き静   2
電窓量の増大は,恰 も,爲眞(五)     O  l20  240  360  480  600
                             →Seconds
に見 る橋絡の残留に相當 してゐ       ●
ること,第 五圖に示す通 りであ る・熟敷果を與へて同様の實験 を行へば十数時間にし
て,i腫 電容量 及び 直列抵抗 ともに原値に復蹄 したか ら,こ の残留は,熱 敷果以外の
致果即ち電魅敷果であ る一識左である.
 殊にRs増 大は,一 般 に誘鰯 豊において,等 債直列抵抗は,等 債並 列抵抗 とは逆比
例 する,Rs≒1/(w2C2Rs)で あるか ら,電座敷果は系の電氣傳導度を増大せしめてゐる
之 は橋絡が出來てゐると解繹するとよ く設明せ られる.
 以上の測定に依 り 分散系には電墜敷果が與へらる,(熱 敷果 帥 ち 電流敷果 とは別
に)と 結論 され,而 も電歴敷果は橋絡現象を少 くとも起 してゐるものであると結論 さ
れる.
 B 衝撃電場の敷果
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              第   ヨ   圖
            
     
1
ギ
     
      
 熱敷果 を件つ†こ電屡敷果から熱敷果をさし引 くといふ潰極的方法は,電 歴敷果を純
梓 に出 した と云へない.直 接に電歴敷果を強 くし,熟 敷果 を少 くする一つの方法 とし
       第  六  圖        τ,衝 撃波を用ふる方法がある.
                      第六圖の如き方法を用ひt:.Sは
          K l  G     廻縛開閉器で,Gな る聞隙を飛ぶ衝
            コ                                     
           ・T  も 撃波に「e・じ髄 度で廻鯨せし¢る・
    s ↓R轟Kは 鰭(・ … ン>Xは 繊維
                     粉末をベンゼン中に分散せしめ†二系
              第   二   表
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を誘電艦 とする蓄電器である.
 豫備實験結,果の一例を示せば,第 二表の如 くである.III IIIは 封照實験, IVの み
に衝撃波を加へ†二.最 高電墜5600ヴ ォル ト,交 互に極性 を切換へ100回 印加しτ 3.3
%の 静電容量の増大を示 し,抵 抗 に憂化を來 さない.實 験結果 としては,衝 撃波の敷
果は粒子に内部的敷果をより多 く與へ るのでないか と思はれろ事 及び 極 めて短時間
(10『6秒)の電厘iもよく敷果 を輿へ得 るといふ可能性を示 して居 る・この實験は更 に定
量的に行へば興味ある結果 を得 るであらう.ClarkC「))等の實駒 に依れば,反 覆印加{こ
依 る繊維絶線膿の破壌に就 て,電 歴の如何に拘 らす,各 電墜印加時間(T)と 印加反覆
回数(R)と の積は同電歴を連績印加 して破壌 に至る時聞Kに 等 しいT・R=Kと いふ
結果をえてゐる之を衝撃破の揚合 と比較すると,衝 撃波の周期はマイクロ秒の程度だ
か ら100回 印加 して も,10-4秒 程度に過 ぎぬ.故 に 第四圃の結果 を参考 とすると,衝
撃波の敷果は極めて数果的である.
 C 交番電場敷果の特質と含有水分量 との關係
 以上の結果よb沈 積系に於ても 浮游粒子に就いて 槻察 された諸現象が行はれてゐ
ると思はれる.総 括的に見て 交番電揚に於いては 實際上粒子の帯電艦 として性質が
潰滅 して,成 極作用 としての性質を強 く出す
                          第  七  口
所が注目すべ き特質であると結論 されると思
ふ.自11ち第五式右邊第1項 が清滅 して第2項 透20 ツンドラーベンゼン系
帥ち成極作用によつて交番電揚致果が與へら 電 過
繍 欝 灘 灘 叢叢ii幸Si
は水分によつて第六圖 及び 第七圖の如 く憂   10
                      お
徽濃 轟鷺 蹴 購 責望 ・ ダ                      4
られる.含 有水分量 と交番電堅敷果 との藪量  2
的關係は別に報告する竿であるか ら省略する  % 2 4 6 8 ・01214
が凄 するに大膿において含献 分に鋤 して ツンドラ粒子の含有水頒 分率(%)
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は透電恒敷 と比例 した交番    `      第  八  画
                
電屡数果が與へらるSと 見   24 
て差支へない・從つて我々   22 
               OQ 
の」纈 鵬 果も欄 沙 透・
くとも5%以 上の含水粒子  電6 
               4 
瓢 讐二1鶏賑,
                 
%で もその形態の如何 に依  δ 
つて数果 も異 るであ らう.   ・
繊維粒子 の 電氣的性質が    '
                せ     ゐ     も     フ     お           ユむ     ロロ
屡,慮 用せ らる、様 に なつ    水 分(%)
て來たが,.か 、礁 湘 當  f=mま 獅 して得た廊 してIII瞭 料別である
重要に考慮せらる可 き鮎 と思錦
  Iv.結     論
 1)俘 鵬せる含水粒子 並びに共粒子の沈積分散系に就いて,主 として電場の影響 を
全 く受けないペンぜンを媒髄 として,1 OOOO Volt/cm以 下の直交電揚の下に示す諸現
象を観察分析 しテニ・
 2)直 流電揚の弱電揚では粒子は 寧ろ帯電艦 としての性質 をよく現は し,且 つ粒子
は正員何れにも帯電 されるが,残 留するのは繊維粒子に於ては員電荷である・帯電艦
としての性質は植物繊維粒子より結晶粒子の方が顯著で,叉 爾者 とも粒子の含水量に
比例 して著 しくなる・繊維粒子の揚合は,強 電界になると成極作用 と界エネルギー敷
果 とが大 きくな り却つて美 しい橋絡をする.
 3)交 番電揚では實際上帯電饅 としての性質が清え,成極作用に依ろ現象が明かにな
り,從 つて含水粒子の透電恒数 及び 粒子の尖端電界強度を決定す可 き含有水分量が
重大因子 となる.從 つて 含水量 と透電恒撒を測定すれば 交番電揚の分散系に與へる
数果を推定する事が可能である.
 4)次 に 含水粒子の沈積分散系について,系 の電氣的諸量殊に直列抵抗の交番電揚
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によ る憂 化,及 び 其 敷果 の残留す る状 態 を測定 した結果,淫 游粒子 の場合 と同様 の
界面接 着 及 び 之 に類 す る諸 現象 の行 はれてゐ る事 が推 定 され,叉,電 歴が衝撃 的 に
與 へ らる 、場合 も亦,相 當敷果的 であ る事 を見出 し,熱 敷果 に反射 オ る電歴 敷果 を一
暦明か にす る事が 出來 す二・
 本研究 の一部 は,財 團 法入理化學研 究所,西 研究室 で行 つナこもの であ る・西健博 士
の御指導 を得t:る 事 を深 謝す る次 第であ る・(第7回 大阪講演會に於て登表)
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